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プラスチックス

　現代の文朋形態を「電氣の時代」として，それに先行

　する「石炭あるいは蒸汽力の時代」に到．立させて考える

人が多い．プラスチックx（合成樹脂）は，この電氣時

・代の産物であり，またその技術成立の瞳囚を電氣技術に

負つている．すなわち，随世紀から今世紀初頭へかけて

電氣技術が念激な聚展をするにつれて，高慶の絶縁性と

可塑性をもっ材料が要求された．このような可塑材の娼

識は敷千年の人類の歴史を通じて驚くほど貧弱であつた

陶器，ガラスは人類の所有してきたもっとも古い人造の

可塑物であつたが，複雑な電氣器具の部品として構確な

工作を施すことは困難であり，あまりに脆すぎる．その

ため樹脂アス7アルト，ピッチのような天然の接合剤に

綿や木材の繊維，アスベスト，ときには石粉などの充填

材を混じた非常に竣れやすい材料で初期の電氣器具部品

は作られた．藝術的な佛傾を漆と布片砥粉でつくる東洋

の乾膝の方法やpインドの原佐民が占くから用いてuXる

シェラックと色士を混合して装飾品，口用品を製作する

方法なども古い歴史をもつ可塑物である．シェラック

（she恥c：ラック虫の分泌物）は，　dfくはそのip　r・ふく

まれる駐v・色素（Lac・dye）を探取する時の副産物で，こ

の色素はアレキサンダー大王のインド遠征以來，職洲に

・も紹介され車要な染料・藥品として用いられていたが，．

シェラックの方はほとんど省みられなかつた．しかしそ

の電氣的絶縁性のよいことが注目さtL，前記のアXファ

ルト，ピッチなどとともに初期の電氣絶繰材料製作に賞

用された．しかしシェラックを接合剤とする可塑物の初

期の代表的慮用は普盤で（1877年エディソン蓄吾器の獲

明）1910年ごろはじめて電氣器具に用いられた．シェラ

ックの音盤材料としての用途もやがておびやかされる時8

がきた．セルロイド（酌酸繊維素プラスチックス）がそ

の新しい登揚者である．

　1865年バーミンガムの一化學者Alexander　Parkes

は硲化繊維素をアルコールと障謄で露理することによつ

て，プラスチックスを獲見しParkesineと命名した．そ

の工業的生産は十薮年後にはじめて行われた．これと同

じ方法でアメリカにおいて亀セルロイドが擾見された．

＝ユーヨーク州アルバニーの印刷業者John　Wesley

Hyattは，南北wa－7後アメリカ各地に流行した橦球のボ

」ルに象牙に代る物質を求めるのに苦心Lていたが，あ

る日蹄宅に際Lてあやまつてカン7　tCチンキ（樟驕のア
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第1岡　Dr．1ATexander　Parkes．第2岡　Dr．　L　H．　Baekeland．

　　ル＝一肩審液）を酪酸謙維索の．ltにこぼして氣がつかず

　　に錨った，翌口彼ゆIF來の夢，プラスチソク村よ，机上

　　に現賀となつて横たわつていた．

　　　彼はこれ・をセルロ　イ　ド’（CelluToid｝と命名し，　］869　年

　　特許を偶てアルバニー撞球ボール製造會杜を創立した．

　　っ）、でIS71年Celluloid　Manufucturing　CQ，と改栂

　　大規模な生産を開始し，その製品は廣く世界各地に供給

　　されて・ヒルロイ1・’　O．名が普及した．　Eastmanの小型フ

　　ィルム爲眞機（1885年），　Edispnの活動窺眞機〔1893年）

　　などがこのセルロイド工築によつて彊力に推甦されたこ

　　とを思ぜ・合せる必要がある．一技術史ノート（5）爲眞の

　　獲達滲照一

　　　プラスチックス技術の虐更にとつてもう一つ劃期的な

　　事件は．1907年Dr．　rRo　Hcndrik　Baek’elandにょっ

　　て嬰見されべ一クラ｛トとして知られ．ている石炭酸樹脂

　　（Phenc－plast）のffl現である．ベルギー人でありBurges

　　のLこ學’）化學教擾であ・フた彼は，　16S9年渡米，ヴエロ

　　ッケzl三p書紙の搬明者としても有名であつたが，從來實

　　鹸室的rtLは登見されていた（1872年A．　von　Baeyer）

　　この金戌樹脂のエ業的製造法盈登明したのである．ユ909

　　年特許をうけアスベスト繊維の充填材として置氣器具部

　　品のtrk’fithc工業化の第一歩をふみだした．

　　　第一i欠大職（1914～1918）によるニトロセル・一ズの

　　需要はセルロイドの民需への供給激減となつて現われ，

　　べ一クライト工業は急速に獲達した．ついで相次ぐ技術

　　の獲建によ切ほとんどあらゆる要求を充す新種のプラス

　　チックスが登場した．一年表参照一一

　　　プラスチックス技術の科學的基礎はもちろん1高度な

　　有機化學の研究成果にある，　19世紀初頭まで右機化合

　　物は脚秘的な生命力をもつ特殊な物質と考えられてイ・た

　　が，こみ観念を打破したの縞Wδhlerによる尿素の人

　　工合成であつた．かがやかしいH｝xpを興えられた有機化

　　學領域の研究はっぎっぎに行われ，プラスチックス技術

　　にとつて不可訣の石炭酸，アルデヒド等の材料の面にお

　　いても．k量生産が可能になつてきた．　Bneyer　t；石炭酸

　　とアルFヒドを」三原料と．する合成樹脂を獲見しても，そ

　　れらの原料があまりに高贋であったため全然認められな

　　かつたのである．

　　　またペルギーの化學者Baekelandをアメリカに渡ら

　　しめ，t‘　Parkesine　”をして“　Cellu工oid”に名をなさし
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勧た亀のは西欧に残存していた技術への蔑覗であつた．

　可塑物の研究や製作は職工の仕事として，有機化學者達

　拡深遠な化學構造式の申に前近代的な夢を追つていた一

　科學者，技術者，商人の渾然一一ee化を背景’Eした人々カζ

　その力量を充分に登揮しえた國は，當時アメリカとドイ

　ッであった．ジーメyス・クルップ・ツァイス・エディ

　ソン・イーストマンなどの人々が技循の歴史にしある地

　位を考える時，そこに共通する近代的性格をみるのであ

　る．しかし19世紀末から20世紀現在をかけての凋占

　贅本主義的傾向dV！E’，科學技術の面においても凋占的傾向

　を槍し，カルテルおよびトラストを形成する亘大な企業

　は，大規模な實鹸室，M究所を設けて多額の費用と，多

　くの頭騰の協力rcよつて新しい機明，登見を行うように

　なった．プラスチックス技術の歴史においても，初期の

　はなやかな個人的成功は影をひそめ，緻密な研究と合理

　的な實験による成果が，一っ一つ現代のプラスチックス

エ業にまで進展してきたのであつた・．　．

　　プラヌチッタス技術の登揮される揚所，すなわちプラ

　スチックス工業がまた，元來大経轡燈的なものである．，

　機械を生産の主軸とする機械工業と，装置を羊燈とする

　装置工業（ApParat　Industrie）を近代工業の二大別とす

　ると，プラスチックス工業は當然後者に廃するものであ

　る．機械工業が古くからの手工業と激しい醐畢の裡に襲

　生し，人口のOt部の激喜と他の一部の悲哀とのうちに行

　われ，敢會攣革の多くカ§その直接の結果として螢生した

　　（産藁革命が好例）のにくらべて，装置工業は本來近代

　的なものであD（例外はあるが）猫占資本の段階のもρ

　である（セメント製造業，人造肥料工業，化學藥品工業

　等）したth：つて獲生的に亀機械工業より綜邊く，古いも

　のとの醐畢が少い．大規模な研究機關・實験室・贅本力二

　決定的な要素であつたpSらである．また裟置産業の特色

　として勢働封象（原料）カ㍉その内在的性質による化學

　攣化によつて能動的に生産に關與するため，機械が大盤

　の傾向として小型化し，能率化されることrcよつて螢働

．力を節約し，勢働の生産性を相封的rc上昇させる傾向が

　あるのに封して，装置はます凌す大規模化されてゆき，

　劣働の生産力を絶封的に上昇させる．したがつてその螢

　働者構成につヤ・ても，研究者・實験家などの頭騰勢働者

　が大きな比率を占めている．ζのような産業構成はまこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f
　とに近代的であy。窒素・水素・鷺素・アムモaア・カ

　ーバ《ドなどの電氣エネルギーを主髄にした装置産業の

　製品を木可駅の原料とするプラスチックス工業は，その

　製晶の近代的感甕とと亀に，近代域備の寵児と目される

　¢～も無理からぬゆえんである・

　　アメリカにおいては，プ7スヲ1ツクス工業の初期から

　ユ920年代まで，ほとんどDμPont甦（E・もdu　Pont

」．de　NemourS＆Company）がその指導橿をにぎり，つ

　k“う榔特許の翼歌小甦の倉併を行》・，硯在も主要な

　t
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地位にある．第一次大職後の不況による商品の賓行き不、

振を碗回しようとする練歯磨・石ケン・穀物・食品業者

は，プラスチックスの美しい色と新奇さをあてこんで，

その商品意匠への慮用に多くの懸賞競技を行つた・この

ことがプラスチックiiの宣傳・啓蒙に大いに効果力1あつ

た．第二次大職開始の年（1939年）の年産250・000トン

から終職後の年産500，000　・bンへの飛躍的な櫓加は；プ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ララスチックスがいかに鷹思されたかがわかる．°

　目本におけるこの工業もまたセルロイドからはじま

る．明治10年～18年ごろにかけてセル・イド秦地が問

漏的に輸入され，ベッ甲職人ヵ；，珊瑚・象牙細工のイミ

テーシ・ンに加工した．明治22年～41年ごろは素地

生産の揺藍時代で，幼稚な技衛と相次ぐ爆装事散で大し

’た成果を得なかつた．大工場の設立は明漕末からで，明

治41年（1908年）日本セルロイド人造絹綜橡式會鮭が

、日英濁合費の下に設立された．’ff本側は三菱の費本であ

つた．つv・で明治43年（1910年）堺セ壌ロイド松式會

冠が三井出贅の下に繕をはじめた．典摯的姫代es本

による縮業の灘形態である．大主8年（ig20年）上

記の二肚および他の敷メーカーは，合同して贅本金1千

萬圓，當時世界最大の大日本セルロイド蛛式會杜を結塵

した．これは，當時セルV・6ド工業の重要な厘料であつ

た欄の專蜜監督官朧灘総督府の勧告によつ矯ので

翻の翻を有し姻本セル前ドエ業は，蓉鱒て有
利な地位にあつたわけであるが，やがてそれ力髄に他の

プラスチックス手業への新しい技術を展開象る妨げとも　　‘

なつたのである．

　すなわち，大正3年（1914年）Baekelandの指導に
よつて日本に竜ペークライト工業がはじめられたが，新

しいプラスチックス工業は第二羨大職中に興つたもので

ある㌔その生産は職後急速に回復し　職時中の生産をは

るかに越している．尿素樹脂，盛化ビニρル，踊化ビニ
リデン，酷酸ビ昌一ル，アクY　’）i一酸樹脂，ナイ・ンに匹

敵するアミラン（商品名）安全ガラスとしてのブチラ陶

ル製品　ビニロン（商品名）など，すぐれたプラスチッ
クスかわれわれの生活を豊に彩つているめ亀この工業の

めぎましい焚展の成果である．　（25，9，10，村松）

　　　　　　　　プヲスチックス年表
　1838年　ビニ・一ル縫脂の奪見　Regnault（彿）工業生産1928年。

　1865年　セルロイドの駿見Alexander　Parkes（英），
　1869年、Hyatt，セルロイド製法の特許獲得（米）．

　1872年石炭酸樹脂の獲見，A．　v・n　Baeyer㈱）・　　　ン
　1890年　合成ゴムの研究始る．カゼインの研究姶ス．
　1892年　ビスコース入絹の蚕明．1912年e“ろより主業化される．
　1901年　このころよリセルロイドの本格酌大量生薩．

　1907年　べ知クライトのmei　ut見．

　1910年　セロフナン，カギインの工業化‘
1918年～19⑳年卜n・リ’。卜（非爆佐セル・イド）一の大難謹・　　、
　1920年　（大．8）大日本セルロイド株爵禽駈設立．，
　1921年　尿暴樹脂のコ：業化始る（濁）．

　1929年　カゼイン．アルキッド樹脂（盗料）．尿素尿素樹膨の大蚤生毒

　　　　このころまでのプラズヂPtクス生豪は，韓とん℃“がThermo－

　　　　setting（熱硬化性♪のものであつた・　　　　　　　　　　　　．
　1932年　Du　Pont戯（米）Neoprene合成ゴムの工業化．
　1935年　プレキシグラス（妥全ガラス）の大量生薩．R6hm＆Hass

　　　　就（米）．
　1938年　ナイロンの稜表Du　P◎nt肚（米）
　1941年可塑吻用ナイロ城型粉の完成ナイロンの鞍下StMe6・
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